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一　

人
権
意
識
調
査
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
出
会
い

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
に
か
け
て
、
市
民
の
人
権
意
識
を
把

握
す
る
行
政
調
査
に
参
画
す
る
機
会
を
相
次
い
で
得
た
。
そ
の
一

つ
は
、
三
重
県
に
よ
る
﹁
人
権
問
題
に
関
す
る
三
重
県
民
意
識
調

査
﹂（
以
下
﹁
三
重
県
意
識
調
査 

二
〇
〇
四
﹂）
で
あ
り
、
こ
の
調

査
の
結
果
は
、﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
三
重
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）、
お
よ
び
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
三

重
県
民
意
識
調
査
報
告
書
～
詳
細
分
析
か
ら
見
え
る
こ
と
～
﹄（
二

〇
〇
六
年
三
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
大
阪
府
に
よ
る
﹁
人
権
問
題
に
関
す
る
府
民
意
識

調
査
﹂（
以
下﹁
大
阪
府
意
識
調
査 

二
〇
〇
五
﹂）で
、
調
査
結
果
は
、

﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
府
民
意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
年
三

月
）、
お
よ
び
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
府
民
意
識
調
査
報
告
書
（
調

査
検
討
会
委
員
分
析
）﹄（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
長
野
県
中
野
市
・
山
ノ
内
町
・
木き

島じ
ま

平だ
い
ら

村
・
野

特
集

人
権
意
識
調
査
の
動
向
と
今
後
の
あ
り
方

奥
田　

均

　

市
民
を
対
象
に
し
た
人
権
意
識
調
査
の
内
容
が
揺
れ
動
い
て
い
る
。部
落
問
題
を
中
心
に
し
た
従
来
型
か
ら
、様
々
な
人
権
課
題
を
取
り
上
げ
た
羅
列
型
ま
で
、

そ
の
内
容
は
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
本
論
は
、
意
識
調
査
を
め
ぐ
る
今
日
の
状
況
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
の
背
景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
権
意
識
調
査
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

要　
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沢
温
泉
村
の
共
同
に
よ
る
﹁
中
高
地
区
人
権
に
係
る
住
民
意
識
調

査
﹂（
以
下
﹁
長
野
県
意
識
調
査 

二
〇
〇
五
﹂）
で
、
調
査
結
果
は
、

﹃
中
高
地
区
人
権
に
係
る
住
民
意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
年

三
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

人
権
意
識
調
査
と
名
の
つ
く
取
り
組
み
に
は
他
に
も
参
加
し
た

経
験
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
取
り
組
み
の
な
か
で
は
、

﹁
三
重
県
意
識
調
査 
二
〇
〇
四
﹂
と
﹁
長
野
県
意
識
調
査 

二
〇

〇
五
﹂
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
行
政

側
か
ら
の
意
見
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
多
少
の
表
現
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

原
案
は
同
和
問
題
に
関
す
る
質
問
に
偏
っ
て
い
る
。
人
権
問
題
に

関
す
る
意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
の
様
々
な
人
権
問
題
も

調
査
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会
で
は
、
三
重
に

お
い
て
も
長
野
に
お
い
て
も
、
率
直
で
建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
に
至
る
経
過
や
従
来
の
調
査
内
容
を
踏

ま
え
る
と
、
今
回
の
調
査
は
部
落
問
題
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る

が
、
障
害
者
問
題
や
女
性
差
別
の
問
題
な
ど
の
他
の
人
権
問
題
も

可
能
な
限
り
盛
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
形
で
落
ち
着
い
た
。

　

し
か
し
、﹁
部
落
問
題
中
心
か
、
様
々
な
人
権
問
題
を
取
り
上

げ
る
の
か
﹂
と
い
う
人
権
意
識
調
査
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
決
し
て

三
重
県
や
長
野
県
中
野
市
・
山
ノ
内
町
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉

村
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
議
論
が
あ
ち
こ
ち
で
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
人
権
意
識
調
査

が
各
地
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
、
近
年
に
お
け
る
人
権
意
識
調
査
の
動
向
を

整
理
し
、
実
際
の
調
査
項
目
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
と

な
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
た
い
と
思
う
。
次
に
、
こ
う
し
た
要

望
が
出
さ
れ
て
く
る
背
景
を
考
え
、
あ
わ
せ
て
そ
の
問
題
点
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
い
。

　

一
連
の
人
権
意
識
調
査
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
実
は
、﹁
人
権
問

題
と
部
落
問
題
﹂﹁
人
権
行
政
と
同
和
行
政
﹂﹁
人
権
教
育
と
同
和

教
育
﹂
な
ど
の
理
解
に
お
け
る
混
乱
が
、
調
査
の
分
野
に
ま
で
波

及
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
を
め
ぐ
る
発
展
の
方

向
を
検
討
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
対
す
る
示
唆
が
得
ら

れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二　

人
権
意
識
調
査
の
動
向
と
内
容

１　

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
人
権
意
識
調
査
の
分
類

　

市
民
を
対
象
に
し
た
人
権
意
識
調
査
は
、
各
地
で
活
発
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
Ａ
：
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
調
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査
、
Ｂ
：
部
落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
が
他
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
、
Ｃ
：
様
々
な
人
権
問
題

を
並
列
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
、
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

内
田
龍
史
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
に
、
府
県
・
政

令
指
定
都
市
で
行
わ
れ
た
人
権
意
識
調
査
を
分
類
し
、
そ
の
結
果

を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る

Б

。
な
お
（　

）
内
の
数
字
は
そ
れ

ぞ
れ
の
調
査
の
報
告
書
発
行
年
を
示
し
て
い
る
。
部
落
問
題
を
中

心
と
し
た
調
査
が
次
第
に
減
少
し
、
他
の
人
権
問
題
と
の
並
列
調

査
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
内
田
報
告
で
は
分
類
さ
れ
て
い
な
い
が
、﹁
大
阪
府
意
識

調
査 

二
〇
〇
五
﹂
は
Ａ
に
、﹁
長
野
県
意
識
調
査 

二
〇
〇
五
﹂

は
Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
和
歌

山
県
の
﹁
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
﹂（
以
下
﹁
和
歌
山
県
意

識
調
査 

二
〇
〇
三
﹂）
は
Ｃ
に
該
当
す
る
。

︻
Ａ
：
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
調
査
︼

大
阪
府
（
二
〇
〇
一
）、
和
歌
山
県
（
二
〇
〇
一
）、
鳥
取
県
（
二

〇
〇
一
）、
香
川
県
（
二
〇
〇
一
）、
神
奈
川
県
（
二
〇
〇
二
）、
徳

島
県
（
二
〇
〇
二
）、
福
岡
県
（
二
〇
〇
三
）

川
崎
市
（
二
〇
〇
一
）、
名
古
屋
市
（
二
〇
〇
一
）、
大
阪
市
（
二

〇
〇
一
）

︻
Ｂ
：
部
落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
が
他
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
︼

栃
木
県
（
二
〇
〇
一
）、
群
馬
県
（
二
〇
〇
一
）、
岐
阜
県
（
二
〇

〇
二
）、
長
崎
県（
二
〇
〇
二
）、
愛
知
県（
二
〇
〇
三
）、
高
知
県（
二

〇
〇
三
）、
石
川
県
（
二
〇
〇
四
）、
兵
庫
県
（
二
〇
〇
四
）、
佐
賀

県（
二
〇
〇
四
）、
大
分
県（
二
〇
〇
四
）、
鹿
児
島
県（
二
〇
〇
四
）、

千
葉
県
（
二
〇
〇
五
）、
静
岡
県
（
二
〇
〇
五
）、
鳥
取
県
（
二
〇

〇
五
年
）、
熊
本
県
（
二
〇
〇
五
）、
三
重
県
（
二
〇
〇
六
年
）

北
九
州
市
（
二
〇
〇
一
）、
京
都
市
（
二
〇
〇
二
）

︻
Ｃ
：
様
々
な
人
権
問
題
を
並
列
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
︼

埼
玉
県
（
二
〇
〇
一
）、
滋
賀
県
（
二
〇
〇
二
）、
富
山
県
（
二
〇

〇
四
）、
島
根
県
（
二
〇
〇
四
）、
宮
崎
県
（
二
〇
〇
四
）

名
古
屋
市
（
二
〇
〇
五
）

２　

三
類
型
の
調
査
内
容
の
実
際

　

で
は
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。﹁
Ａ
：
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
調
査
﹂
の

実
例
と
し
て
は
﹁
大
阪
府
意
識
調
査 

二
〇
〇
五
﹂
を
、﹁
Ｂ
：
部

落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
が
他
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
﹂
の
実
例
と
し
て
は
﹁
三
重
県
意
識
調

査 
二
〇
〇
四
﹂
を
、﹁
Ｃ
：
様
々
な
人
権
問
題
を
並
列
的
に
取
り

上
げ
て
い
る
調
査
﹂
の
実
例
と
し
て
は
﹁
和
歌
山
県
調
査 

二
〇

〇
三
﹂
を
取
り
上
げ
て
、
三
つ
の
類
型
の
具
体
例
な
状
況
を
紹
介
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し
て
お
き
た
い
。

　

た
だ
し
調
査
票
そ
の
も
の
を
掲

載
す
る
こ
と
は
膨
大
と
な
る
の

で
、こ
こ
で
は
設
問
の
内
容
を﹁
人

権
全
般
に
つ
い
て
﹂﹁
行
政
の
取

り
組
み
に
関
す
る
質
問
﹂﹁
部
落

問
題
﹂﹁
様
々
な
差
別
問
題
を
並

べ
た
質
問
﹂﹁
個
別
の
人
権
問
題
﹂

に
分
類
し
、
さ
ら
に
﹁
個
別
の
人

権
課
題
﹂
に
つ
い
て
は
、
そ
の
テ

ー
マ
ご
と
に
細
分
類
し
、
そ
の
設

問
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
を
算

出
し
た
（
設
問
総
数
の
カ
ウ
ン
ト

に
お
い
て
、
基
本
的
属
性
に
関
す
る

質
問
と
自
由
回
答
欄
は
除
外
）。
表

１
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン

ル
別
の
質
問
数
割
合
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
の
違
い
が
一
層

は
っ
き
り
現
れ
て
く
る
。
な
お
参

考
資
料
１
と
し
て
、
各
調
査
の
報

告
書
の
目
次
に
記
載
さ
れ
た
内
容

一
覧
を
文
末
に
収
録
し
て
い
る
。

三　
﹁
様
々
な
人
権
問
題
を
﹂
と
の
要
請
の
背
景

１　

 

同
和
行
政
の
成
果
の
他
の
人
権
課
題
へ
の
広
が
り

　

市
民
に
対
す
る
人
権
意
識
調
査
の
課
題
に
、
障
害
者
問
題
や
外

国
人
問
題
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
の
人
権
問
題
な
ど
様
々
な
人
権
課

題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
と
の
動
き
は
喜
ば
し
い
事
態
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ひ
と
昔
前
ま
で
で
あ
れ
ば
、
障
害
者
問
題
は
福
祉
行

政
の
課
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
人
権
の
視
点
や
発
想
は
根
付
い

て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
行
政
の
取
り
組
み
は
、
あ
く
ま
で
も

当
事
者
で
あ
る
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
取
り
組
み
が
中
心
で
、

障
害
者
問
題
が
市
民
に
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
障
害
を
も
つ
人

の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て

い
く
の
か
と
い
っ
た
、﹁
市
民
や
社
会
と
の
関
わ
り
か
ら
生
じ
る

障
害
者
問
題
﹂
に
対
す
る
課
題
認
識
は
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
﹁
障
害
﹂
を
、
当
事
者
の
心
身
の
能
力
の
視
点
か
ら
捉
え
る
﹁
医

療
モ
デ
ル
﹂
や
﹁
個
人
モ
デ
ル
﹂
が
行
政
の
障
害
者
観
に
あ
り
、

市
民
生
活
や
社
会
の
あ
り
方
と
の
関
わ
り
か
ら
規
定
す
る
﹁
社
会

モ
デ
ル
﹂
は
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
の
結
果
、
障
害
者
問
題
に
関
わ
る
行
政
課
題
に
、
市
民

啓
発
と
い
っ
た
分
野
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
言

表１ 人権意識調査の分野別質問項目数 注：上段は百分率（％）、下段の（　）内は実数

設
問
総
数

人権全
般につ
いて

行政の
取り組
みに関
する質
問

様々な
差別問
題を並
べた質
問

部落問
題

部落問
題以外
の人権
問題

女性の
人権

子ども
の人権

高齢者
の人権

障害者
の人権

外国人
の人権

医療・
病気に
関する
人権

犯罪被
害者や
家族の
人権

インター
ネットや
個人情報
問題

大阪府意識
調査 2005 28

28.6
（8）

7.1
（2）

10.7
（3）

53.6
（15）

0

（0） ― ― ― ― ― ― ― ―

三重県意識
調査 2004 24

16.7
（4）

12.5
（3）

16.7
（4）

33.3
（8）

20.3
（5）

4.2
（1） ― ― 4.2

（1）
4.2
（1） ― 4.2

（1）
4.2
（1）

和歌山県調
査 2003 21

14.3
（3）

4.8
（1）

4.8
（1）

9.5
（2）

66.7
（14）

9.5
（2）

9.5
（2）

9.5
（2）

9.5
（2）

9.5
（2）

9.5
（2）

9.5
（2）
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い
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

同
和
行
政
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
は
、
部
落
差
別
を
社
会
問
題

と
し
て
捉
え
、
そ
の
重
要
な
課
題
と
し
て
市
民
の
差
別
意
識
を
取

り
上
げ
、
教
育
や
啓
発
の
取
り
組
み
を
問
題
解
決
の
た
め
の
施
策

の
一
環
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
被
差
別
当
事
者
で
あ
る
部

落
出
身
者
に
対
し
て
は
、
同
和
対
策
事
業
を
柱
と
す
る
手
立
て
を

講
じ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
差
別
は
人

と
人
の
関
係
、
人
と
社
会
と
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ

り
、
部
落
出
身
者
が
感
じ
る
多
く
の
問
題
は
、
ま
さ
に
、
市
民
と

の
関
わ
り
の
な
か
か
ら
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
実
を
部
落
解

放
運
動
は
鋭
く
指
摘
し
て
き
た
。

　

部
落
差
別
の
現
実
は
、
部
落
や
部
落
の
人
々
の
生
活
の
な
か
だ

け
に
見
出
さ
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
市
民
の
意
識
や
態
度
の
な
か

に
も
根
強
く
存
在
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
市
民
に
対
す
る
教
育
や
啓
発
活
動
の
展
開

が
、
部
落
の
人
々
に
対
す
る
取
り
組
み
に
も
優
る
と
も
劣
ら
ず
重

要
で
あ
る
こ
と
が
行
政
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
き
た
。
同
和
行

政
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
、
市
民
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査
が
実

施
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
が
、
今
日
で
は
、
部
落
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、他
の
人
権
問
題
に
ま
で
普
遍
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
権
意
識
調
査
に
お
い
て
、﹁
様
々
な
人
権
問
題
も
調
査
項
目
に
﹂

と
の
要
望
が
出
さ
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
部
落
解
放
運
動
や
同
和

行
政
の
成
果
が
他
の
人
権
問
題
へ
も
広
が
っ
て
き
た
と
の
発
展
的

要
素
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

２　

人
権
教
育
の
取
り
組
み
の
発
展

　

部
落
問
題
の
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
は
、
国
際
的
な
反
差
別

人
権
擁
護
の
運
動
や
国
連
の
人
権
活
動
と
の
連
帯
を
精
力
的
に
展

開
し
て
き
た
。
教
育
の
分
野
で
も
そ
の
成
果
は
著
し
く
、
一
九
九

五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
﹂
の

取
り
組
み
は
、
い
ち
早
く
紹
介
さ
れ
、
実
践
の
課
題
へ
と
高
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
国
レ
ベ
ル
で
も
、
一
九
九
七
年
に
は
﹁
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
一
〇
年
国
内
行
動
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、﹁
重
要
課
題
へ
の
対
応
﹂と
し
て
、﹁
女
性
・
子
ど
も
・

高
齢
者
・
障
害
者
・
同
和
問
題
・
ア
イ
ヌ
の
人
々
・
外
国
人
・
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
﹂が
取
り
上
げ
ら
れ
、

教
育
や
啓
発
を
含
む
人
権
行
政
の
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　

一
方
、
部
落
解
放
運
動
が
追
求
し
て
き
た
﹁
人
権
社
会
建
設
の

た
め
の
法
整
備
﹂
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
六
年
に
は
、
人
権
擁

護
施
策
推
進
法
の
制
定
が
実
現
し
た
。
こ
の
法
律
は
さ
ら
に
、
二

〇
〇
〇
年
の﹁
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹂

の
制
定
へ
と
具
体
化
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
〇
二
年
に
は
国
に

お
い
て
﹁
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
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た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
具
体
的
な
人
権

問
題
と
し
て
﹁
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢

者
・
障
害
者
・
同
和
問
題
・
ア
イ
ヌ
の

人
々
・
外
国
人
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
等
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た

人
・
犯
罪
被
害
者
等
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
人
権
侵
害
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

人
権
教
育
に
関
わ
る
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
発
展
と
成
果
が
、
人
権
意
識
調
査
に

お
い
て
﹁
様
々
な
人
権
問
題
も
調
査
項
目

に
﹂
と
の
要
望
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い

る
。

３　

内
閣
府
調
査
の
影
響

　

人
権
教
育
の
取
り
組
み
の
発
展
な
ど
を

受
け
、内
閣
府
は
二
〇
〇
三
年
二
月
に﹁
人

権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
﹂
を
実
施
し

た
。
表
２
は
、
そ
の
質
問
内
容
の
分
布
を

表
１
と
同
じ
形
で
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、﹁
人
権
教
育
・
啓
発

に
関
す
る
基
本
計
画
﹂
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
人
権
課
題
が
そ
の
ま
ま
羅
列
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
表
１
で
紹
介
し
た
﹁
和
歌
山
県
調
査 

二
〇

〇
三
﹂
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

内
閣
府
調
査
の
影
響
は
強
く
、
地
方
公
共
団
体
が
人
権
意
識
調

査
を
実
施
す
る
際
の
モ
デ
ル
と
し
て
受
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。﹁
様
々
な
人
権
問
題
も
調
査
項
目
と
し
て
取
り
上

げ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
の
要
望
の
具
体
的
な
背
景
に
、
こ
の
内
閣

府
調
査
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

４　
﹁
法
﹂
期
限
切
れ
に
よ
る
同
和
問
題
の
取
り
組
み
の
後
退

　

市
民
へ
の
意
識
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、﹁
人
権
問
題
に

関
す
る
意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
の
様
々
な
人
権
問
題
も

調
査
項
目
に
﹂
と
の
要
望
は
、
積
極
的
な
意
味
合
い
だ
け
を
持
つ

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
行
政
当
事
者
と
の
議
論
か
ら
は
、
部

落
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
の
後
退
か
ら
こ
う
し
た
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
と
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

　

二
〇
〇
二
年
三
月
末
に
﹁
地
対
財
特
法
﹂
の
期
限
切
れ
を
迎
え

て
、
三
三
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
国
の
特
別
対
策
事

業
は
幕
を
下
ろ
し
た
。﹁
法
﹂
の
終
了
と
同
時
に
、﹁
法
﹂
期
限
後

の
部
落
差
別
解
消
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
を
示
し
た
国
の
地
域

改
善
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申
（
一
九
九
六
年
五
月
）
は
、﹁
同
対

審
答
申
は
、﹃
部
落
差
別
が
現
存
す
る
か
ぎ
り
こ
の
行
政
は
積
極

表２　内閣府の世論調査の分野別質問項目数 注：上段は百分率（％）、下段の（　）内は実数

設
問
総
数

人権全
般につ
いて

行政の
取り組
みに関
する質
問

様々な
差別問
題を並
べた質
問

部落問
題

部落問
題以外
の人権
問題

女性
の人
権

子ど
もの
人権

高齢
者の
人権

障害
者の
人権

外国
人の
人権

医療・
病気に
関する
人権

犯罪被害
者や家族
の人権

インターネ
ットや個人
情報問題

アイヌ
の人々
の問題

内閣府調査 
2003年 27

14.8
（4）

7.4 
（2）

3.7 
（1）

3.7 
（1）

66.7 
（14）

7.4 
（2）

7.4 
（2）

7.4 
（2）

7.4 
（2）

7.4 
（2）

14.8 
（4）

7.4 
（2）

7.4 
（2）

3.7 
（1）
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的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹄
と
指
摘
し
て
お
り
、
特
別

対
策
の
終
了
、
す
な
わ
ち
一
般
対
策
へ
の
移
行
が
、
同
和
問
題
の

早
期
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
﹂
こ
と
を
明
言
し
た
。

　

し
か
し
自
治
体
に
お
い
て
は
、﹁
法
﹂
の
期
限
切
れ
が
、
部
落

差
別
の
現
実
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
し
た
り
、

部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
受
け
止
め

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
極
端
な
場
合
に
は
、
部
落
問
題
に
取
り

組
む
法
的
根
拠
の
喪
失
と
受
け
止
め
る
と
こ
ろ
さ
え
出
現
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
誤
解
や
曲
解
へ
の
批
判
は
別
の
機
会
に
譲
る

В

が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、﹁
法
﹂
の
期
限
切
れ
が
、
部
落
問
題
に
対
す
る

自
治
体
の
取
り
組
み
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

事
実
で
あ
る
。

　
﹁
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、他
の
様
々

な
人
権
問
題
も
調
査
項
目
に
﹂
と
の
要
望
が
、﹁
同
和
問
題
に
関

す
る
質
問
に
調
査
内
容
が
偏
っ
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
、
同
和
問
題

解
決
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
批
判
的
意
味
合
い
を
込
め
て
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
。
市
民
に
対
す
る
意
識
調
査

を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
に
は
、﹁
法
﹂
期
限
後
に
お
け
る
、
部
落

問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
当
該
自
治
体
の
後
退
し
た
姿
勢
が
反
映

さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四　

様
々
な
人
権
問
題
を
一
度
に
扱
う
こ
と
の
問
題
点

１　

調
査
に
対
す
る
無
理
解

　
﹁
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、他
の
様
々

な
人
権
問
題
も
調
査
項
目
に
﹂
と
い
う
要
請
の
背
景
に
は
、
積
極

的
な
側
面
と
、
消
極
的
な
側
面
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
要
請
へ
の
諾
否
に
つ
い
て
は
、
調
査
そ
の

も
の
の
立
場
か
ら
の
検
討
が
不
可
避
で
あ
る
。﹁
様
々
な
人
権
問
題

を
調
査
項
目
に
入
れ
る
﹂
こ
と
が
、
調
査
論
の
立
場
か
ら
見
た
場

合
に
、意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

福
武
直
は
﹃
社
会
調
査
﹄（
岩
波
全
書 

一
九
八
四
年
補
訂
版
）
に

お
い
て
、﹁
社
会
調
査
は
漫
然
と
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

［
⋮
］
明
確
な
問
題
意
識
を
も
ち
、
作
業
仮
説
を
た
て
、
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
社
会
調

査
の
ル
ー
ル
を
指
摘
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
に
則

っ
て
、
部
落
問
題
や
障
害
者
問
題
、
女
性
差
別
の
問
題
や
在
日
外

国
人
問
題
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
を
単
一
の
調
査
で
同
時
に
取

り
上
げ
、
同
じ
調
査
票
に
お
い
て
設
問
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は

果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

無
理
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
何
十
頁
に
も
お
よ
ぶ
調
査
票
を
作
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成
す
れ
ば
別
だ
が
、
そ
ん
な
﹁
本
﹂
の
よ
う
な
調
査
票
に
誰
が
回

答
を
寄
せ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
調
査
票
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
枠
内
に
﹁
様
々
な
人
権
問
題
﹂
が
詰
め
込
ま
れ
る
と
す
れ

ば
、﹁
一
つ
一
つ
の
人
権
問
題
﹂
は
せ
い
ぜ
い
二
問
か
三
問
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
に
、﹁
一
つ
一
つ
の
人
権
問
題
﹂へ
の﹁
明

確
な
問
題
意
識
﹂
と
﹁
作
業
仮
説
﹂
を
盛
り
込
む
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

　

そ
ん
な
無
理
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
か
。
こ
こ
で
は
そ

の
実
例
と
し
て
、﹁
和
歌
山
県
調
査 

二
〇
〇
三
﹂
か
ら
、﹁
障
害

の
あ
る
人
の
人
権
﹂に
関
す
る
実
際
の
質
問
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

問
12　

障
害
の
あ
る
人
に
関
す
る
事
柄
で
、
人
権
上
、
特
に
関
心
の

あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
（
○
は
３
つ
ま
で
）。

　

１
．
障
害
の
あ
る
人
に
関
す
る
人
々
の
認
識
が
十
分
で
な
い

　

２ 

．
道
路
の
段
差
や
駅
の
建
物
の
階
段
な
ど
が
あ
る
た
め
外
出
し

づ
ら
い

　

３ 

．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
な
ど
へ
の
参
加
に
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
な
い

　

４ 

．
仕
事
に
就
く
機
会
が
少
な
く
、
ま
た
、
就
く
こ
と
の
で
き
る

仕
事
も
か
ぎ
ら
れ
て
い
る

　

５
．
身
近
な
地
域
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
住
宅
が
な
い

　

６ 

．
病
院
や
施
設
で
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
拘
束
や
虐
待
が
あ
る

　

７
．
身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
な
い

　

８
．
学
校
の
受
入
体
制
が
十
分
で
は
な
い

　

９ 

．
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
乗
り
物
へ
の
乗
車
や
店
・
施

設
の
利
用
を
断
ら
れ
る

　

10 
．
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
資
格
取
得
な
ど
を
制
限
す
る

法
律
が
あ
る

　

11 
．
障
害
の
あ
る
人
を
避
け
る
、
あ
る
い
は
傷
つ
け
る
言
葉
や
障

害
を
た
と
え
た
表
現
を
使
う

　

12
．
本
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
結
婚
差
別
が
あ
る

　

13
．
特
に
関
心
の
あ
る
も
の
は
な
い

　

14
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

問
13　

障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
特
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
（
○
は
３
つ
ま
で
）。

　

１ 

．
障
害
者
の
日
（
12
月
９
日
）
や
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
（
９

月
）
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う

　

２ 

．
学
校
教
育
の
中
で
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る

　

３ 

．
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
段
差
を
な
く
し
た
り
、
障
害

の
あ
る
人
の
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
の
整
備
を
す
る
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
す
す
め
る

　

４
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
に
参
加
し
や
す
く
す
る

　

５ 
．
病
院
や
施
設
で
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
拘
束
や
暴
力

へ
の
対
応
を
徹
底
す
る
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６
．
障
害
の
あ
る
人
の
仕
事
に
就
く
場
所
や
機
会
を
つ
く
る

　

７ 
．
障
害
の
あ
る
人
は
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の

だ
か
ら
、
周
囲
の
者
が
常
に
手
助
け
を
す
る

　

８ 

．
障
害
の
あ
る
人
と
障
害
の
な
い
人
の
交
流
を
す
す
め
る

　

９ 

．
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る

　

10 
．
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
や
権
利
を
守
る
制
度
を
充
実
さ
せ
る

　

11 
．
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
相
談
・
情
報
提
供
な
ど
の
支
援

体
制
を
充
実
さ
せ
る

　

12
．
特
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
な
い

　

13
．
わ
か
ら
な
い

　

14
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　

質
問
の
設
定
や
選
択
肢
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
さ
て
お

く
と
し
て
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な﹁
明
確
な
問
題
意
識
﹂と﹁
作

業
仮
説
﹂が
こ
の
質
問
に
貫
か
れ
て
い
る
の
か
、
正
直
な
と
こ
ろ
、

筆
者
に
は
全
く
伝
わ
っ
て
は
こ
な
い
。
そ
れ
は
調
査
設
計
者
の
力

量
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
、
障
害
者
問
題
に
関
す
る
市
民

の
意
識
調
査
を
﹁
二
問
で
構
成
す
る
﹂
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る

の
で
あ
る
。

　
﹁
様
々
な
人
権
問
題
﹂
を
一
つ
の
調
査
票
で
構
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
人
権
意
識
調
査
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
際
に
は
、
そ

の
前
提
と
し
て
、社
会
調
査
に
関
わ
る
共
通
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。

２　

個
別
人
権
問
題
に
対
す
る
軽
視

　

参
考
例
と
し
て
引
用
し
た
﹁
和
歌
山
県
調
査 

二
〇
〇
三
﹂
で

の
﹁
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
﹂
に
関
す
る
設
問
を
な
が
め
て
率
直

に
感
じ
る
の
は
、
調
査
と
し
て
の
意
義
の
有
無
以
前
に
、
障
害
者

問
題
へ
の
軽
視
の
姿
勢
で
あ
る
。﹁
こ
ん
な
た
っ
た
二
問
の
質
問

で
、
障
害
差
問
題
に
関
す
る
市
民
の
意
識
が
論
じ
ら
れ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
﹂
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
れ
は
、
障
害
者
問
題
に
か
ぎ
ら
な
い
。
質
問
数
を
増
や
せ
ば

よ
い
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、わ
ず
か
二
問
や
三
問
で
、例
え
ば
、

外
国
人
差
別
の
現
状
把
握
や
今
後
の
方
策
を
策
定
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
が
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
部
落
問
題
や
他
の
差
別
問
題

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
﹁
様
々
な
人
権
問
題
も
調
査
項
目
に
﹂と
語
ら
れ
る
背
景
に
は
、

実
は
、
一
つ
一
つ
の
人
権
課
題
に
対
す
る
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
無
理
解
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
権
意
識
調
査
の
あ

り
方
の
議
論
が
、
人
権
意
識
の
欠
如
し
た
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い

る
と
い
う
皮
肉
な
状
況
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

姿
勢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
差
別
当
事
者
に
対
し
て
、
と
て
も
失
礼

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
は
調
査
票
の
問
題
で
は
な
く
、
差
別
問
題

に
関
す
る
基
本
認
識
や
基
本
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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五　

新
し
い
人
権
意
識
調
査
の
時
代
へ　

　

様
々
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査

を
行
う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
た
っ
た
一
回
の
調
査
に
、

あ
れ
も
こ
れ
も
の
人
権
問
題
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
調
査
論
の
立

場
か
ら
も
、
調
査
の
目
的
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
。
で
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

　

答
え
は
一
つ
し
か
な
い
。そ
れ
は
、部
落
問
題
や
障
害
者
問
題
、

女
性
や
在
日
外
国
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
問
題
に
重
点
を
置

い
た
調
査
を
別
個
に
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
年
は
部
落
問
題

を
中
心
と
し
た
調
査
、来
年
は
障
害
者
問
題
を
中
心
と
し
た
調
査
、

そ
の
次
の
年
は
⋮
と
い
っ
た
具
合
に
、
独
立
し
た
調
査
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
大
切
な
の
だ
か

ら
、
順
番
に
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
一
定
の
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

経
年
変
化
が
把
握
さ
れ
て
い
け
ば
更
に
効
果
的
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
人
権
意
識
調
査
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
の
調
査
も
人

権
と
名
の
つ
く
部
局
の
担
当
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
再
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
障
害
者
問
題
が
中
心
と
な
る
調
査
は
、
障
害

者
問
題
を
担
当
し
て
い
る
部
局
が
自
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
自
ら

の
予
算
を
確
保
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、
障
害

者
問
題
の
行
政
分
野
に
教
育
や
啓
発
の
課
題
が
し
っ
か
り
と
位
置

づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
女
性
差
別
の
問
題
や
在
日
外
国
人
問

題
な
ど
他
の
人
権
課
題
も
同
じ
で
あ
る
。﹁
人
権
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
の
様
々
な
人
権
問
題
も
調
査
項

目
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
﹂と
の
行
政
か
ら
の
要
望
は
、

む
し
ろ
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
課
題
提
起
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

念
の
た
め
に
付
け
加
え
て
お
く
が
、
実
は
、
内
閣
府
は
既
に
こ

こ
で
提
案
し
て
い
る
形
で
の
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
３
（
次
頁
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
内
閣
府
が
二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
〇
七
年
八
月
の
間
に

実
施
し
て
き
た
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
の
一
覧
で
あ
る
。﹁
様
々

な
人
権
問
題
を
人
権
意
識
調
査
で
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
﹂
と
の
意

見
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
先
に
も
取
り
上
げ
た
表
中
二
〇

〇
三
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
﹁
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
﹂

で
あ
る
。
し
か
し
、
内
閣
府
が
実
施
し
て
き
た
人
権
に
関
す
る
意

識
調
査
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
障
害
者
問
題
に
お
い
て
は
二
〇
〇
七
年
二
月
に
﹁
障

害
者
に
関
す
る
世
論
調
査
﹂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
フ

ェ
ー
ス
・
シ
ー
ト
を
除
き
一
六
問
（
サ
ブ
質
問
を
含
め
る
と
二
〇

問
）か
ら
な
る
障
害
者
問
題
に
関
す
る
質
問
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
同
様
の
調
査
が
二
〇
〇
一
年
九
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
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よ
う
に
、﹁
定
期
的
に
実
施
﹂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
五
年
一
月
に
は
、﹁
障
害
者
の
社
会
参
加
﹂
と
い
う
テ
ー

マ
に
焦
点
を
あ
て
た
﹁
特
別
世
論
調
査
﹂
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
が
実
施
し
た
﹁
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
﹂
を
参
考

に
す
る
場
合
に
は
、
一
つ
の
調
査
だ
け
を
恣
意
的
に
取
り
出
す
の

で
は
な
く
、
内
閣
府
の
世
論
調
査
活
動
全
体
を
踏
ま
え
た
う
え
で

参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
課
題
に
重
点
を
お
い
た
独
自
の
調
査
が
五
年

お
き
や
六
年
お
き
に
実
施
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
担
当
部
局
で
、

取
り
組
み
の
効
果
測
定
や
政
策
研
究
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い

く
と
き
、
人
権
の
課
題
は
文
字
通
り
全
庁
的
な
取
り
組
み
へ
高
め

ら
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
市
民
に
対
す
る
人
権
意
識
調
査
に
つ

い
て
、
部
落
問
題
を
重
点
に
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
が
、
こ
う
し

た
発
展
的
な
形
で
解
決
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
求
め
た
い
。

六　

お
わ
り
に

　
﹁
原
案
は
同
和
問
題
に
関
す
る
質
問
に
偏
っ
て
い
る
。
人
権
問

題
に
関
す
る
意
識
調
査
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
の
様
々
な
人
権
問

題
も
調
査
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
い
う
行
政

か
ら
の
要
望
は
、
市
民
に
対
す
る
人
権
意
識
調
査
だ
け
で
の
こ
と

で
は
な
い
。

　

行
政
の
部
局
名
か
ら
﹁
同
和
﹂
が
は
ず
さ
れ
、
代
わ
り
に
﹁
人

権
﹂
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
部
落
問
題
の
解
決
の
あ
り
方
を
議
論

す
る
同
和
対
策
審
議
会
は
人
権
施
策
審
議
会
へ
と
﹁
発
展
的
に
改

表３　内閣府が実施してきた人権に関わる世論調査一覧（2000年1月～07年8月）

男女共同参画社会に関する世論調査（2000年２月）
男女共同参画社会に関する世論調査―男性のライフスタイルを中心に
（2000年９月）
犯罪被害者に関する世論調査（2000年９月）
外国人労働者問題に関する世論調査（2000年11月）
エイズに関する世論調査（2000年12月）
選択的夫婦別氏制度に関する世論調査（2001年５月）
障害者に関する世論調査（2001年９月）
配偶者等からの暴力に関する有識者アンケート調査（2002年２月）
男女共同参画社会に関する世論調査（2002年７月）
児童の性的搾取に関する世論調査（2002年８月）
人権擁護に関する世論調査（2003年２月）
個人情報保護に関する世論調査（2003年９月）
外国人労働者の受入れに関する世論調査（2004年５月）
男女共同参画社会に関する世論調査（2004年11月）
障害者の社会参加に関する特別世論調査（2005年１月）
個人情報保護に関する世論調査（2006年９月）
障害者に関する世論調査（2007年２月）
人権擁護に関する世論調査（2007年６月）
男女共同参画社会に関する世論調査（2007年８月）
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称
﹂
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
予
算
の
勘
定
科
目
か
ら
も
﹁
同
和
﹂

の
名
称
は
消
え
て
い
き
、
代
わ
り
に
﹁
人
権
﹂
が
登
場
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
そ
の
時
主
張
さ
れ
る
の
が
、﹁
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
同
和
問
題
だ
け
に
偏
っ
て
き
た
。
人
権
の
立
場
で
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、
他
の
様
々
な
人
権
問
題
も
同
じ
よ

う
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、﹁
同
和
行
政
の
成
果
が
他
の
人
権
課
題
へ
も
広
が

っ
て
き
た
こ
と
の
反
映
﹂
と
し
て
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
直
接
的
に
は
、﹁﹃
法
﹄
の
期
限
切

れ
に
よ
る
部
落
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
後
退
﹂
と
い
う
行
政

の
姿
勢
が
あ
り
、﹁
人
権
行
政
に
対
す
る
無
理
解
﹂
や
﹁
一
つ
一

つ
の
人
権
課
題
に
対
す
る
軽
視
﹂
が
流
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　

そ
の
主
張
と
い
い
、
主
張
の
背
景
に
あ
る
積
極
的
側
面
や
否
定

的
側
面
と
い
い
、
人
権
意
識
調
査
で
の
議
論
と
瓜
二
つ
で
あ
る
。

い
や
む
し
ろ
、
人
権
意
識
調
査
で
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
同
和
行

政
や
人
権
行
政
を
巡
る
状
況
の
﹁
意
識
調
査
版
﹂
と
し
て
登
場
し

て
い
る
と
い
っ
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

　

あ
ら
た
め
て
人
権
意
識
調
査
で
経
験
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
、
人
権
と
い
う
視
点
に
立
っ
た

行
政
分
野
を
創
造
し
て
き
た
。

　

②
し
か
し
人
権
の
課
題
は
部
落
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
部
落
問

題
に
力
点
を
置
く
こ
と
か
ら
、
広
く
人
権
の
課
題
へ
と
展
開
を
広

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③
広
く
人
権
の
課
題
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
と
こ
ろ
が
、
今
度

は
部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
薄
れ
て
き
た
。
い
や
薄
れ
て
し
ま

う
の
は
部
落
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
せ
っ
か
く
取
り
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
一
つ
一
つ
の
人
権
課
題
が
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ん
な
上
っ
面

だ
け
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

④
広
く
浅
く
人
権
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⑤
結
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
部
落
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
あ

ら
た
め
て
学
び
直
し
、
人
間
の
尊
厳
に
関
わ
る
一
つ
一
つ
の
差
別

問
題
や
人
権
課
題
に
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
部
落
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
内
実
を
、
他
の
差
別

問
題
や
人
権
課
題
に
対
し
て
も
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
新
し
い
人
権
行
政
の
広
が
り
が
展
望
さ
れ
る
。

　

人
権
意
識
調
査
問
題
に
お
け
る
﹁
弁
証
法
的
な
思
考
﹂
と
も
い

う
べ
き
こ
の
教
訓
は
、
人
権
行
政
や
人
権
教
育
の
分
野
で
も
活
き

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
）
内
田
龍
史
﹁
レ
ビ
ュ
ー
／
部
落
問
題
・
人
権
問
題
意
識
調
査
の
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動
向
﹂﹃
部
落
解
放
研
究
﹄
第
一
七
四
号
（
部
落
解
放
・
人
権
研

究
所
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

（
２
）
拙
稿
﹁﹃
法
﹄
の
期
限
切
れ
と
同
和
行
政
の
基
礎
基
本
﹂﹃
部
落

解
放
﹄
第
五
二
七
号
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）

参
考
資
料
１

【
Ａ
：
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
調
査
】
…
「
大
阪
府
意
識
調
査 

二
〇
〇
五
」

第
１
章 

人
権
に
関
わ
る
法
律
や
施
設
等
の
認
知
状
況

　

１－

１
．
人
権
に
関
す
る
宣
言
や
条
例
等
の
認
知
状
況

　

１－

２
．
人
権
に
関
す
る
学
習
施
設
の
認
知
状
況

第
２
章 

生
活
意
識

　

２－

１
．
慣
習
や
風
習
に
対
す
る
考
え
方

　

２－

２
．
自
分
自
身
に
対
す
る
意
識

第
３
章 

結
婚
観

　

３－

１
．
結
婚
相
手
の
気
に
な
る
こ
と
、
気
に
な
っ
た
こ
と

　

３－

２
．
子
ど
も
の
結
婚
相
手
の
気
に
な
っ
た
こ
と
、
気
に
な
る
こ

と

第
４
章 

人
権
に
つ
い
て
の
関
心
や
意
識

　

４－

１
．
人
権
の
イ
メ
ー
ジ

　

４－

２
．
人
権
の
考
え
方
に
対
す
る
意
見

　

４－

３
．
人
権
問
題
に
関
す
る
記
事
や
番
組
を
読
ん
だ
り
、
見
た
り

し
た
経
験

　

４－

４
．
人
権
問
題
で
関
心
の
あ
る
も
の

　

４－

５
．
人
権
問
題
で
勉
強
し
た
り
、
読
ん
だ
り
、
見
た
り
し
た
も

の

　

４－

６
．
知
り
合
い
で
差
別
問
題
の
解
消
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
の
有
無

第
５
章 

同
和
問
題
に
関
す
る
認
識

　

５－

１
．
同
和
問
題
の
認
知
状
況

　

５－

２
．
同
和
地
区
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ

　

５－

３
．
同
和
問
題
の
現
状
認
識
と
将
来
展
望

第
６
章 

同
和
問
題
に
関
す
る
学
習
と
経
験

　

６－

１
．
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
経
験

　

６－

２
．
差
別
的
情
報
・
反
差
別
的
情
報
を
聞
い
た
経
験

　

６－

３
．
結
婚
で
、
も
め
ご
と
や
反
対
な
ど
を
聞
い
た
経
験

第
７
章 

同
和
地
区
に
対
す
る
忌
避
的
意
識
・
態
度

　

７－

１
．
同
和
地
区
に
住
む
人
と
の
つ
き
あ
い
の
状
況

　

７－
２
．
住
宅
を
選
ぶ
際
の
忌
避
意
識

　

７－
３
．
差
別
的
発
言
に
対
す
る
態
度
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第
８
章 

差
別
解
消
に
対
す
る
意
識
・
考
え

　

８－
１
．﹁
差
別
﹂
に
対
す
る
考
え

　

８－
２
．
同
和
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と

　

８－

３
．
同
和
問
題
に
対
す
る
勢
力
観

　

８－

４
．
人
権
問
題
や
今
後
の
人
権
教
育
・
啓
発
に
つ
い
て
の
意

見
・
要
望

【
Ｂ
：
部
落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
が
他
の
人
権
課
題
に
つ
い
て
も

取
り
上
げ
て
い
る
調
査
】
…
「
三
重
県
意
識
調
査 

二
〇
〇
四
」

問
１　

人
権
に
関
す
る
知
識

問
２　

企
業
の
採
用
選
考
の
面
接
の
と
き
の
質
問

問
３　

差
別
・
人
権
を
め
ぐ
る
考
え
方

問
４　

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

問
５　

人
権
問
題
に
関
す
る
意
見

問
６　

結
婚
（
縁
談
）
相
手
の
調
査

問
７　

外
国
人
の
人
権

問
８　

知
的
障
害
者
の
人
権

問
９　

女
性
の
人
権

問
10　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
で
の
個
人
中
傷
内
容
の
書
き
込
み

に
つ
い
て

問
11　

部
落
差
別
の
現
状
認
識
と
解
消
へ
の
見
通
し

問
12　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
つ
き
あ
い

問
13　

結
婚
相
手
が
同
和
地
区
の
出
身
者
か
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
へ
の

意
見

問
14　

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
日
常
関
活
で
の
情
報
と
受
け
止
め
方

問
15　

同
和
問
題
に
熱
心
に
と
り
く
ん
で
い
る
人
と
の
出
会
い

問
16　

同
和
地
区
周
辺
の
住
宅
購
入
に
対
す
る
意
向

問
17　

部
落
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
の
動
向
認
識

問
18　

同
和
教
育
・
啓
発
を
受
け
た
経
験

問
19　

子
ど
も
の
結
婚
希
望
相
手
が
同
和
地
区
出
身
だ
っ
た
場
合
の
態

度

問
20　

企
業
の
社
会
的
責
任

問
21　

犯
罪
被
害
者
の
人
権

問
22　
﹃
県
政
だ
よ
り
﹄
の
﹁
シ
リ
ー
ズ
人
権
﹂
を
読
ん
だ
経
験

問
23　

人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
の
認
知

問
24　

人
権
に
関
す
る
番
組
の
見
聞
経
験

問
25　

回
答
者
の
属
性

【
Ｃ
：
様
々
な
人
権
課
題
を
並
列
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
】
…
「
和
歌
山

県
調
査 

二
〇
〇
三
」

１
．
人
権
全
般
に
つ
い
て

　

１－

１
．
人
権
に
関
す
る
と
ら
え
方

　

１－
２
．
和
歌
山
県
の
人
権
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て

　

１－
３
．
関
心
の
あ
る
人
権
課
題
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１－

４
．
人
権
侵
害
を
受
け
た
経
験

　

１－
５
．
人
権
に
関
す
る
評
価
別
及
び
人
権
侵
害
の
経
験
別
に
み
た

県
民
の
人
権
意
識

　

１－

６
．﹁
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
﹂
の
取
組
で
関
心
の
あ

る
も
の

２
．
女
性
の
人
権
に
つ
い
て

　

２－

１
．
女
性
に
関
す
る
事
柄
で
人
権
上
、
特
に
関
心
の
あ
る
こ
と

　

２－

２
．
女
性
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

３
．
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

　

３－

１
．
子
ど
も
に
関
す
る
事
柄
で
人
権
上
、
特
に
関
心
の
あ
る
こ

と

　

３－

２
．
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

４
．
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て

　

４－

１
．
高
齢
者
に
関
す
る
事
柄
で
人
権
上
、
特
に
関
心
の
あ
る
こ

と

　

４－

２
．
高
齢
者
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

５
．
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
に
つ
い
て

　

５－

１
．
障
害
の
あ
る
人
に
関
す
る
事
柄
で
人
権
上
、
特
に
関
心
の

あ
る
こ
と

　

５－

２
．
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

６
．
同
和
問
題
に
つ
い
て

　

６－

１
．
同
和
問
題
に
関
す
る
事
柄
で
、
特
に
関
心
の
あ
る
こ
と

　

６－

２
．
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

７
．
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て

　

７－

１
．
外
国
人
に
関
す
る
事
柄
で
人
権
上
、
特
に
関
心
の
あ
る
こ

と

　

７－

２
．
外
国
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

８
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
か
つ
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
を
病
ん
だ
人
、
難
病
の

人
の
人
権
に
つ
い
て

　

８－

１
．
感
染
症
（
ハ
ン
セ
ン
病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
）・
難
病
患
者
等
に

関
す
る
事
で
、
人
権
上
特
に
関
心
の
あ
る
も
の

　

８－

２
．
感
染
症
（
ハ
ン
セ
ン
病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
）・
難
病
患
者
等
の

人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

９
．
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
つ
い
て

　

９－

１
．
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
関
す
る
こ
と
で
人
権
上
、
特

に
関
心
の
あ
る
こ
と

　

９－

２
．
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な

こ
と

参
考
資
料
２

内
閣
府
「
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二
〇
〇
三
年
二
月
）

１
．
人
権
問
題
に
つ
い
て

　
（
１
）
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
周
知
度

　
（
２
）
人
権
侵
害
の
推
移
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（
３
）
人
権
侵
害
の
経
験　
　

　
　
　

ア　
（
経
験
が
あ
る
者
に
）
人
権
侵
害
の
内
容

　
（
４
）
人
権
尊
重
と
権
利
主
張
に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑

２
．
主
な
人
権
課
題
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

　
（
１
）
人
権
課
題
に
対
す
る
関
心

　
（
２
）
女
性
に
関
す
る
人
権
上
の
問
題
点

　
（
３
）
女
性
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
４
）
子
ど
も
に
関
す
る
人
権
上
の
問
題
点

　
（
５
）
子
ど
も
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
６
）
高
齢
者
に
関
す
る
人
権
上
の
問
題
点

　
（
７
）
高
齢
者
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
８
）
障
害
者
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い
る
か

　
（
９
）
障
害
者
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
10
）
同
和
問
題
を
知
っ
た
き
っ
か
け

　
　
　

ア　

同
和
問
題
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い
る
か

　
　
　

イ　

同
和
問
題
の
解
決
に
必
要
な
こ
と

　
（
11
）
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
人
権
問
題
の
周
知
度

　
　
　

ア 　

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い

る
か

　
　
　

イ　

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
12
）
外
国
人
の
人
権
擁
護
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
（
13
）
外
国
人
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
方

　
（
14
）
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い

る
か

　
（
15
）
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
16
）
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
等
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題

が
起
き
て
い
る
か

　
（
17
）
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
等
に
関
す
る
人
権
擁
護
の
た
め

に
必
要
な
こ
と

　
（
18
）
犯
罪
被
害
者
等
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い
る

か

　
（
19
）
犯
罪
被
害
者
等
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　
（
20
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な

問
題
が
起
き
て
い
る
か

　
（
21
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
の
解
決
に
必
要
な
こ
と

３
．
人
権
擁
護
に
関
す
る
啓
発
活
動
に
つ
い
て

　
（
１
）
ど
の
よ
う
な
啓
発
活
動
が
効
果
的
と
思
う
か

　
（
２
）
国
の
人
権
擁
護
施
策
に
対
す
る
要
望




